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ある日系アメリカ人少女のふた夏の体験
一ヨシコ・ウチダの『ビンにたくす夢』と
　　　　　　　　『いやが素敵になったこと』から一
　　　　　　　　　　　　　　　　　坂　口　博　一
《『ビンにたくす夢』と『いやが素敵になったこと』
が書かれた背景》
　創作態度はいろいろな要素が組み合わさってでき上っているものだか
ら，一概にこうと断定するのは難かしい。しかし1970年代後半に入ってか
らのヨシコ・ウチダの創作態度には，明瞭な目的意識がうかがえる。それ．
は，日系アメリカ人に対する過去の不当な扱いを，特に隔離キャンプに収
容したことを中心にすえて，真正面から作品の中で取り上げる姿勢であ
る。もちろん，それ以前にも作者は，しばしぽ日系アメリカ人の少女を主
人公にした，日系アメリカ人社会にまつわる物語を書いて来た。作者の創
作目的が，れっきとしたアメリカ人である日系アメリカ人の世界を，より
広範囲なアメリカ人にそのよき理解老になってもらい，さらに彼らにアメ・
リカに，その様な独自の文化を持つ日系アメリカ人が存在することを誇り
にしてほしいと願うところにあるからである。しかし，1970年代後半から・
の作品に窺える，日系アメリカ人の経なければならなかった苦労に明確に
焦点を当て，それを作品の中心テーマとして描くという作者の強い姿勢は，
それ以前の年代には無いものであった。ヨシコ・ウチダは児童文学作家’
として，よく少年少女向けの講演を頼まれる。そこでヨシコは隔離キャン
プへの日系人の強制収容を取り上げた自作『トパーズ隔離収容所への旅』
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と，そこからやっと解放された日系人のその直後の生活を取り上げた『郷
里への旅』を話題にする。その後で子供達に，何故ヨシコがそのような物
語を書いたか，必ず聞いてみる。返ってくる答として「日系人の隔離キャ
ンプでの生活を伝えたかったから。」という内容ではヨシコは満足しない。
「そんな事が二度と起ってはならないから。」という答が返ってくるまで
・は，ヨシコは話しを続けるという。これはヨシコ・ウチダの自伝『荒野へ
・の追放』で，彼女が語っていることである。そこにあるはっきりと子供達
に，過去にあった日系アメリカ人に対する不当な取り扱いを自覚させよう
という作者の強い姿勢は，とりもなおさず1970年代後半以後のヨシコ・ウ
チダの創作態度そのものである。
　この様な創作態度の違いがどこから生れたものか，作者自身多くを語ら
ない。ただ，1982年自伝を出版する以前においても，作者は隔離キャンプ
’をふり返って見ることを意識的に避けていたわけではない。しかしやはり
・それを題材として自伝を書くのにはそれなりに年，月を要したとして，作者
砥自伝『荒野への追放』で次のように述べている。
　If　my　story　has　been　long　in　coming，　it　is　not　because工did　not　want
to　remember　our　incarceration　or　to　make　this　interior　journey　into　my
earlier　self，　but　because　it　took　as　many　years　for　these　words　to　find
aholne．　I　am　grateful　that　at　last　they　have．
　この作者の，隔離キャンプを題材として扱えるようになるのに必要だっ
’た年月は，他に数えきれない日系アメリカ人の受けた差別を作者が自由に
語れるようになるのに必要な年月とも同じであった。第二次世界大戦が終
って40年になる今日でも，日系アメリカ人の受けた差別や偏見を問題にす
ることは，必ずしもアメリカ人の誰もが歓迎することではない。ただ第二
・次世界大戦前後と比べれば，それ以後のアメリカの社会情勢の変化で，こ
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の問題ははるかに論じやすくなった。事実，日系アメリカ人の隔離キャン
プへの収容で受けた損害賠償の問題は公然と議論され，実施されるところ
となった。又そこで受けた精神的打撃に対しても，日系人の隔離キャンプ
収容の誤りを認めた上で，フォード大統領が謝罪するところとなった。そ
して今，この作者も含めて，日系アメリカ人のアメリカ社会でのほとんど
の分野での活躍も目ざましい。このような社会情勢の変化が，戦後かなり
の年月を経て，物事の判断に慎重な作老にやっと思い切って日系アメリカ
入の労苦を書かせることになった。
　それと作者が創作態度を変えたもう一つの理由は，彼女の内面的成長で
ある。それは，とりもなおさず日系アメリカ人として「できるだけ白人に
近づぎたかった少女」が「日系アメリカ人であることを誇りに思う大人」
に成長したことである。この間の事情は，作者の自伝『荒野への追放』に
詳しい。この日系アメリカ人としての作者の自信が自覚を生んだ。そして
その自覚が，将来二度と起ってはならない「日系アメリカ人に対する差
別」や，その究極の結果である「隔離キャンプへの収容」の実態を，はっ
きりと若いアメリカの世代に伝えさせることになったのである。
　このような背景から，ユ970年代後半に入って書かれたヨシコ・ウチダの
4つの作品を順に上げてみると次のようになる。『郷里への旅』（1978年）
『ビソにたくす夢』（1981年）『荒野への追放』（1982年）『いやが素敵にな
ったこと』（1983年）である。『トパーズ隔離収容所への旅』は『郷里への
旅』に先立って書かれている。この4つの作品の内『郷里への旅』と『荒
野への追放』は，すでに筆者が「ヨシコ・ウチダの『郷里への旅』と『砂
漠への追放』の接点（『早稲田人文自然科学砥究』第26号掲載）で論じて
いるので，今回は残りの2作を取り上げてみたい。『ビソにたくす夢』と
『いやが素敵になったこと』は共に，日系アメリカ人少女リソコ・ツジムラ
を主人公にした連作である。『郷里への旅』はこの物語の時期を，隔離キャ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
ソプから解放されて郷里バークレーに帰って行く1945年頃に設定している
のに対して，了ビソにたくす夢』も了いやが素敵になったこと∴も共に，そ
の物語の時期を第二次世界大戦が起って隔離キャンプに収容される6，7
年以前に設定している。つまり日系アメリカ人が人種差別に悩まされなが
らも，彼らの忍耐と努力で着々と新天地アメリカに彼らの地歩を築き始め
た頃である。『ビソにたくす夢』では，日本から来たアーント・ワカの手紙
が1935年5月1日付になっているから，その年代設定は1935年ということ
になる。『いやが素敵になったこと』では，リンコの5年綴りの日記帳が
書くスペースがせまく「来年はおろか，1938年までくい込みそうだ。」とい
っているところがら，その年代設定を1936年に置いていることがわかる。
作者はまず『トパーズ隔離収容所への施と『郷里への旅1を書いて，ト
パーズ収容所の生活並びに収容される前後（1940年代）の日系アメリカ人
一家の様子を伝えた。そして∫ビンにたくす夢』と『いやが素敵になったこ
と』を書くことで，1930年代半ばの日系アメリカ人一家の生活を伝えた。
従ってこの4部作は，作者の幼時からトパ一義隔離収容所を出るまでのこ
とを書いた自伝了荒野への追放』と，時期的に表裏一体をなすものであり，
その児童版と言うこともできる。この4つの連作と自伝の持つ意味は，作
者の生きてきた日系アメリカ人にとって一番辛かった時代（1935年～1945
年）を，自分の体験を通して余すところなく，一般のアメリカ人に，特に
ロー・ティーンに伝えたいという作者の意欲の現れである。
《ツジムラ家とハタ家に降りかかる苦難》
　『ビソにたくす夢』も『いやが素敵になったこと』も，共にひと夏の
リソコの体験と成長を語った作品である。前作ではりソコの家庭に，後作
ではりソコが手伝いにやられたハタ家の家庭にいろいろな苦難がふりかか
る。その苦難をどう両家で解決していくかが物語の展開になっており，そ
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の中でリソコが直面して考えなければいけなかった問題がリソコの成長に
つながって行く。
　リソコは，『ビソにたくす夢』では10歳であり，『いやが素敵になったこ
と』では11歳である。作者は日本がパール・ハーバーを攻撃した1942年に
はカリフォルニア大学の学生であったから，それより6心ないし7年前に
設定されているこの二つの物語の時代には，まさにリソコと大体同じ年齢
であったことになる。作者は自伝『荒野への追放』の中で，日系アメリカ
人であることで自分の家や友人の家に．降りかかってくるいろいろな苦難
に，いかに子供心を悩ませたかについて述べている。この二つの作品で，
ツジムラ家とハタ家がこうむつた苦難の原型はある程度ここに見ることが
でぎる。では，『ビソにたくす夢』で，リソコの家（ッジムラ家）に1935年
の夏に起った苦難とは何であったろうか。
　・父の理髪店の経営がうまく行かない。
　・母が家計を助けるために始めたホーム・ランドリーが，白人の経営す
　　る大型ランドリーからあらゆる手段を使って営業を妨害される。
　・兄カリフォルニアが家族の期待を裏切って大学を中退して働きたいと
　　いう。
　・リンコが学校や公共の場で，髪や皮ふの色から人種差別を受けて悩ん
　　でいる。
それではハタ家が1936年目夏にこうむった苦難とは何であったか。
　・ハタ家の次男アブ〔ラハム〕が，貨車についた鉄梯子につかまる遊び
　　をしていて，あわてて飛びおり，貨車にまき込まれ右腕をひかれる大
　　怪我をする。
　・アブの入院のどさくさに，アーソト・ハタがハタ家の生計をささえて
　　来たトラックを病院で盗まれる。
　・生計をたてて行けなくなったアーソト・ハタは生活保護を受けるかど
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　　うかでひどく悩まなければならない。
　・ハタ家が頼りにしていたマソキチ老人がハタ家の苦難のとばっちりで
　　日本へ帰国しなけれぽならなくなる。
　リソコの家にふりかかった苦難は，当時の日系アメリカ人社会に起った
典型的社会問題ばかりである。リソコの父の理髪店は経営がうまく行かな
い。作者はここで理髪店という職業に意味を持たせている。理髪という仕
事は客の頭髪や顔の皮ふに直接手を触れる。アメリカで当時のように皮ふ
の色に偏見を持った時代には，恐らく白人が日系アメリカ人の経営する理
髪店に入ることはまずなかったろう。人種差別はよくないと頭で考えてい
る白人でも，自分が頭を刈ってもらうとなると，やはり日系アメリカ人の
理髪店に入るのセこは蕗心したろう。勢い日系アメリカ人の理髪店は主とし
て日系アメリカ人のみを対象とすることとなった。従って利用老の範囲が
限定されるだけ’に，なかなか経営が成り立ちにくい面もあった。加えて，
アメリカで日系アメリカ人のできる仕事は限られていたが，理容師の仕事
は比較的皆が狙って始める仕事であった。そこには過当競争が生じて，経
営の不振を招きやすかった。しかし経営の不振にいつまでもあまんじてい
るわけにもいかない。日系アメリカ人には今の仕事が駄目なら臨機応変に
次の金になる仕事に移る必要があった。物語の上ではりソコの父は母のホ
ーム・ランドリーを手伝いながら，余暇のあるとき訓練してきた機械いじ
りの才能を生かして，自分の家で小さな修理工場を始める。それによって
生計の活路を開くことができた。しかしどのような仕事につくにせよ，白
人社会からの締付けが厳しかったから，日系アメリカ人にとって絶対に安
定した仕事などなかった。リソコの父の理髪店に象徴されるような仕事上
の経営不振は多く存在した。
リソコの母の始めたホーム・ランドリーは，彼女が家政婦として働いてい
たフィリップス夫人や他の白人の婦人達の要望があって始めた。従って仕
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事が取れる一応の目安があって始めたのである。が，たちまち大手のスタ
ー・ 宴塔hリーの妨害にあう。最初は脅迫状，次は配達用の自家用車のタ
イヤをずたずたに切られ，次にはッジムラA1一ホーム・ランドリーのため
に出してある洗濯物の袋を，先まわりして皆とられてしまう。そして最後
には，スター・ランドリーの夜襲にそなえて表に出しておいたりソコの弟
ジヨジの愛犬まで射殺されてしまう。当時日系アメリカ人の始めた事業に
対するいやがらせは後を絶たなかった。商店が放火されたり，店主が射殺
されたりする場合まで有った。人種偏見に加えて，低賃金と勤勉さに．よっ
て，ブルー・カラーの白人の仕事を奪い，白人社会に不安をもたらす日系
アメリカ人への反感であった。既存の社会に侵入していく事は，すでに既
得権を得ているものの猛烈な反発を買う。しかし新らしくそこに定住する
ものは既得権にくい込んで行かねば生活の道が開けない。両者の利害の衝
突は古くて新らしい問題である。
　リソコの兄カリフォルニアが大学を中退したいと言うのも，当時の日系
アメリカ人社会にある典型的な問題であった。この物語の中でカリフォル
ニアがそれを言い出すのは，父の理髪店の経営がうまくゆかないので，家
計を助けるために大学を中退して働きたいということであった。ただその
根底には，たとえ大学を苦労して出て見ても何もならないという気持があ
る。彼は家族に向って次のように言っている。
　“Besides”，　he　said　i且alow　voice，“what’s　the　point　of　getting　a　college
degree　just　to　go　work　in　a　produce　market？You　know　nobody’s　going
to　h呈re　a　Japanese　engineer，，．
　その当時の実状として，白人社会では，日系アメリカ人二世がたとえ
大学を卒業しても弁護士や医者や技師や教員になる道はとざされていた。
大部分の大学卒業者が職を得る道は，一世の作り上げた日系アメリカ吟社
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会に帰ることであった。そこでは一世の経営するホテルのボーイになった
り，野菜や果実を売ったりしたが，大学教育が特に生かされる職場ではな
かった。そのような実状があって，上述のカリフォルニアの発言は生み出
されるのだが，それに対するリソコの父の反論も，当時の一世の考えを典
型的に表したものである。
　‘‘California”，　he　said，‘‘H［aven’t　I　told　you　before　there’s　nothing　in　the
world　more　important　for　you　now　than　getting　a　good　education？Don’t
you　realize　that’s　the　only　thing　that　can　bring　you　the　kind　of　life　your
Inama　and　I　couldn’t　have？That’s　all　we　want　from　you，　Cal．　Not　your
money．　Doゴt　you　see？”
　このように大学教育を絶対視し，自分達の生活をどんなに犠牲にしても
男子には高等教育を受けさせるのが日系一世の通念となっていた。ダニエ
ル・沖本もその著『仮面のアメリカ人塁の中で次のように述べている。
　日系人社会では教育の価値が非常に尊ばれており，高等教育を子弟につけるた
めには，どんな儀牲も介しないといった風潮があった。たしかに戦前には大学教
育を受けた二世でも，好きな場所で好きな職業につく自由は制限されていたが，
それでもたいてい親たちは子供が大学を出たことで，有利な条件を握ったのだと
感じていた。一山岡清二訳
　日本は明治以来，日本を産業立国として成立さぜるために教育の普及に
つとめた。その結果，日本の家庭にあっては教育尊重の風習が定着した。
一世もそのままの価値観をもってアメリカに移住した。当時の大学教育と
言えば，現代における科学技術の最先端を習得することと同様の魅力を持
つものであった。「教育のある人」＝「富裕階級」といった図式もそのまま
一世の頭の中に定着していた。又日系一世にしてみれば，たとえ自分達の
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得た土地や家屋が白人によって没収され，日本に強制送還されるようなこ
とがあっても，子供が身につけた教育はうばわれないとも考えた。しかし
日系アメリカ人二世にして見れば，大学を出ても，日系人社会を除いてほ
とんど職場のない現実に直面すれば，一世のように盲目的に大学教育の効
果を信じることはできなかった。いや，むしろ二世にとって使い道のない
高等教育への一世の信奉に反発するカリフォルニアのような二世も多かっ
た。
　リソコの髪や皮ふの色から受ける人種差別の問題は，大げさに言えば，
日系アメリカ人文学の根底にある問題といって良い。この問題にふれない
日系アメリカ人文学は存在しない。ここでは『ビソにたくす夢』から，リ
ソコの悩みに限って述べてみたい。リソコは自分の行っている白人の小学
校での体験を次のように述べている。
　There　are　a　few　white　girls　in　my　class　at　school　who　make　me　feel
that　way　too．　They　never　call　me“Ching　Chong　Chinaman”or“Jap”the
way　some　of　the　boys　do，　but　they　have　other　ways　of　being　mean．　They
talk　to　each　other，　but　they　talk　over　aτ1d　around　and　right　through　me
like　l　was　a　pane　of　glass．　A冗d　that　makes　me　feel　like　a　big　nothillg．
Some　days　I　feel　so　left　out，　I　hate　my　black　hair　and　lny　Japanese　face．
Ihate　having　a　name　like　Rinko　Tsujimura　that　nobody　can　pronounce
or　remember．　And　more　than　anything，　I　wish　I　could　just　be　like　every．
body　else．
　その他にも，スター・ランドリーの前を通りかかった時，主人のウィル
パー・スター氏に「ジャップの子供はここから出て行け。」とどなられた
こととか，プールに行って「あなた達はここで泳いでも楽しくないだろう
から。」と入場券を売ってもらえなかったことや，アンクル・カンダを病
院に見舞ったリソコが病室の番号を聞いても，受話の看護婦がわざと聞え
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ない振りをして教えてくれようとしなかったことなど，この物語の中に出
て来る。このような差別は，リンコの髪や皮ふの色がもたらすものであ
り，髪や皮ふの色を変えることがでぎない以上，リンコにはどうしょうも
ない事柄である。もちろん相手の無作法をとがめ，人種差別の間違いをと
くことは易しい。しかし，その壁が厳然として存在し，社会の通念として
まかり通っている以上，相手の間違いを責めてもどう仕様もない。自分の
持って生れた髪や皮ふの色を嘆くより仕方がない。「なんとか白人並であ
りたい。それが無理でも少しでも白人に近づきたい。」と願うのはりソコ
のみならず，ほとんどの日系アメリカ入二世の悲願であったろう。そこか
らリソコの日本的なものへの嫌悪も生まれてくる一たとえば自分のリソ
コという名前であるとか，ピクニックに行ってもにぎり飯を食べる習慣と
かである。
　ところで『いやが素敵になったこと』でアーソト・ハタの家に降りかか
る苦難は，当時の日系アメリカ人の農業労働老や定職のない日雇労働者に
ふりかかる性質のものであった。都市の一部の日系人町に住み比較的恵ま
れた生活をしているリンコの家には起らないものであった。アーント・ハ
タの農園はイースト・オークランドにあり，そこの古ぼけた2階建ての木
造の家屋に住んでいるが，リソコには強い風が吹けば倒れてしまいそうに
見える。階段を登ると，一足ごとにきしんで大きな音をたてる。必要最低
限の家具しかなく，それも墨継かからのもらい物である。風呂場はなく，
浴槽を屋外に置いて，まわりにロープを張り，それに毛布をかけて目隠に
して入浴する。朝食は，決って御飯と味噌汁だけで，アーント・ハタも二
人の男の子も外出する時以外はいつもほとんど同じ洋服を着ている。バー
クレーに住むリソコからは想像もつかない程質素な，しかし日系人の貧し
い農民にとっては典型的な暮しがそこにはあった。リソコの父と同郷のア
ンクル・ハタは，この物語ではすでに結核で死亡しているが，リソコの一
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家は49日の法要にハタ家を訪れる。ハタ家は胡瓜農園を経営しており，穫
れた胡瓜をまとめてトラックで工場に運んで売り生計をたてている。アン
クル・ハタの49日にはリソコの一家も胡瓜取りの手伝をして過す。リソコ
の母とアーソト・ハタとの密約で，手不足の農園を手伝うため，夏休みの
残り一ケ月リソコがハタ家の手伝にやられることになる。日系人仲間でア
ーント・ハタは奇人だという評判もあり，リンコは手伝に行く事は気が進
まないが，父と母に説得されてついに出かけることになる。じゅうたんも
電灯も電話もラジオも冷蔵庫もないアーソト・ハタの家の暮しに初めはり
ソコも戸惑うが，それも慣れるに従って快適になってくる。時計がないの
で朝は列車の音で目をさますのだが，心地良いものである。屋外で入る風
呂は満天の星空が見渡せ，壮快な気分である。時々畠に人魂も現れるとい
うゼニーの言葉には，いたく好奇心をそそられる。しかし何よりもリソコ
に興味がわいたのは，弟のジヨジもうらやましがっていた“貨車乗り”で
ある。ある地点で貨車についた鉄梯子をすばやくつかまえて乗り，そのま
ま乗って貨車がスピードを落す地点で飛び下りるのである。飛び下りる時
は貨車の進行方向に向って飛び下りないと，貨車に巻ぎ込まれて礫かれる
危険性がある。アーソト・ハタからきつく止められていたのに，リソコも
ついに誘惑に負けて貨車の鉄梯子に乗ってしまう。乗っている時は最高の
気分だが，いざ飛び下りる段になって急におじけづく。勇気を出して飛び
下りるが，危く列車に巻き込まれそうになり右足を挫いてしまう。このリ
ソコの怪我が不幸の始りになる。ある日工場に胡瓜を運ぶので，碑面ーと
アブの兄弟をリソコは迎えに行く。先ほど列車の来る音がしたから，多分
二人はそれにつかまって乗っているだろうとりソコは見当をつけていた。
行って見ると，案の定，二人はやってくる貨物列車につかまっている。リ
ソコに急に下りるように呼ばれて，あわてて飛び下りたアブは，列車に巻
き込まれ右腕を礫かれる。
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　アブラハムの大怪我はハタ家の命運を左右することになる。アブをトラ
ックで病院に運んで急きょ手術を受けることになるが，気を張り詰めなが
らもすっかり動転していたアーソト・ハタは，アブを病院に運び込む前に
トラックに鍵をさし込んだままにしておく。アーソト・ハタがリソコとゼ
ニー?謔ﾉ帰しておいて，アブを入院させて病院を出て来た時は，トラッ
クは跡形もなくなっている。「アブの大怪我」と「トラックの盗難」は先に
ハタ家が会う災難として上げておいた。この様な災難は，作者が物語を進
めて行く上で考え出した事件であるのは当然である。だが，併せていえる
ことは，日系人の当時の貧しい農業労働者の家庭にいかにも起りそうな事
件である。あるいは作者は実際起った同様な事件を参考にして，自分の物
語に取り入れたのかも知れない。地理的にも，貨車につかまって乗って遊
ぶなど，広い平野部を列車の走る農園の子にしかでぎない遊びであった。
そしてそこにはそれが危険な遊びとわかっていても，つい見すごしてしま
う農業労働者の生活の忙しさがあった。実際に農業労働者の早朝から口没
までの過酷な労働は，今でも語り草になっている。日本から着いたばかり
の写真花嫁が，次の朝は3時に起き出して，農園労働者の朝食を作らなけ
ればならなかった話もある。畠につれて来た赤ん坊に日おおいをして寝か
せておいたのに，両親が気がついた時は日おおいが倒れて，赤ん坊は直射
日光にさらされて死んでいた悲劇も伝えられている。アブラハムの大怪我
もたまたま遊んでいてそうなったので不可抗力であった反面，子供の遊い
びにまでいちちかまっていられない農業労働者の家庭だから起った事故と
も言える。この物語ではほかにも，アーント・ハタは生活苦のため長女テ
ルを日本の実家に送り帰しているし，その後生れた二人の娘も病気の十分
な手当も受けさせられないまま死亡させてしまっている。アブの事故もこ
のハタ家の貧しさの延長線上にあると考えてよい。
　同じことはトラックの盗難についても言える。トラックを盗まれたの
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は，動転したアーソト・ハタにとっては悔いても余りあるが，致し方のな
い事故だったのかも知れない。だがそれは，単なるトラックの盗難では終
らないハタ家の生活を完全に破壊するものであった。農園の胡瓜を工場に
運ぶことができなければ，ハタ家の生計の道は完全にとざされてしまう。
貧しい故に，それを埋め合せる手段を取ることができないのである。トラ
ックを盗’まれた事故が，その事故の3倍も4倍もの重みでハタ家にのしか
かって来ることは，それだけハタ家が貧しいからである。
　そして生活できない以上必然的に生活保護を受けるかどうかの問題が出
てくる。これがハタ家に起る次の厄介な問題である。物語でも，アブの入
院した病院でハタ家の事情が解って，さっそく社会保護司を送って来る。
竜灯もラジオも時計もじゅうたんもないハタ家の暮しを社会保護司は信じ
られない。リソコが屋外で風呂を沸すといっても，それが風呂であるとは
彼女は認めない。ハタ家の家屋を段々好きになって来ていたりソコは，社
会保護司が機械的に電灯のあるなしで生活水準をチェックしていく事に不
満を感じる。リソコの側からすれば，文明の利器のあるなしを越えて，そ
こでの貧しくとも充実した家庭生活の楽しさを社会保護司に認めさせた
い。リソコと社会保護司の視点の相違は，そくアーソト・ハタと社会保護
司の視点の相違でもあった。アーソト・ハタは潤しの現状に満足し，それ
が維持できればよかった。しかし社会保護司は，その様な生活を人間の暮
しとして認めない。社会保護司から，町に風呂場もじゅうたんもある小じ
んまりした家を提供され，仕事もランドリーに見つけてもらうが，アーソ
ト・ハタはそれをことわる。生活保護を受けることで，今迄より良い生活
条件があたえられることを不自然に思うからである。それに貧しくとも自
分と亡夫で死にもの狂いに作り出して来たそこにある過去を捨てて町に移
り住む気にはなれない。ゼニーやアブも住みなれた家を離れたがらない。
　それに加えて，どうして．も生活保護を受けることにふみ切れないもう一
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つの理由がある。アーント・ハタの中にある生活保護を受ける事への嫌悪
である。それ迄新天地でただただ働くことで道を切り開いてきたアーソト
・ハタにとって，生活保護によって生計をたてることは自分の人間として
の尊厳を全部引き渡すことに思えた。当時の日系人社会にも極力仲間同志
助けあって，生活保護を受けることをいさぎよしとしない風潮があった。
これは日系人社会の白人社会に対するプライドでもあった。ハタ家の納屋
を借りて住んでいるマンキチ老人も，日本への帰国を決めた後で，置き乎
紙をしてアーソト・ハタを励まして言う。「ハタさん，気持を強くもって下
さい。まちがっても生活保護を受けてあなた自身の誇りや魂を持って行か
れてしまわないようにして下さい。」生活保護によってたとえ生計は維持
できても，それから受ける屈辱感は人間そのものを駄目にしてしまう。ア
ーソト・ハタは先の生活のはっきりした見通しもっかないまま，生活保護
を受けることをことわるのである。物語の中で面白いのは，生活保護を断
わるのに，アーソト・ハタの英語が引ぎおこす珍妙な結果である。アーソ
ト・ハタは亡きミスター・ハタの仏前で，亡夫に語りかげ最後の決断をす
る。そして，ハタ家の生活状態では当然生活保護を受けるだろうとたかを
くくっている社会保護司の女性に，次のように宣言する。
　“My　husband　teU　me　I　can　take　care　of　family　myself．　I　no　sign．
Thank　you”．
　社会保護司はMy　husbandの意味カミわからずに一わからないのも無
理はないが一アーソト・ハタに家族の面倒を見てくれる新らしい夫がで
ぎたと勝手に解釈して，それならそうと早く言えばよいのにとぶんぶんし
て帰って行く。
　最後にハタ家の納屋に住み，ハタ家を影に日向に支えていたマソキチ老
人一オールド・マソの愛称で呼ばれているが，実際にはそんなに高齢
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ではない一が長いアメリカ生活を捨てて急きょ日本に帰国する問題であ
る。これはこれから先の生活の見通しもっかないハタ家にとって，信頼で
きる相談相手を失うことで大打撃である。このオールド・マソは物語の中
で，何か影のある人物として描かれている。リソコが足首をくじいたのを
手当して治してくれたのもオールド・マソである。自分の納屋一杯にかざ
ってある素晴しい手製の凧から，蝶凧を取り出して，凧上げを教えてくれ
たのもオールド・マソである。だが，その時は親切にしてくれても，後は
自分の殻にこもってよそよそしい態度に返ってしまう。白人はもちろん日
系人であっても，極力人との接触は避けている。実はこのオールド・マソ
は密入国者なのである。絶好の隠れ家であったハタ家にリソコの家族が出
入したり，特に屋敷中調べてまわる白人の社会保護司の出現に及んで，身
の危険を強く感じる。そしてついに日本への帰国を決意する。ハタ家にと
っていて欲しい人が，ハタ家の事情のために帰国せざるのを得なくなるの
は皮肉である。ただオールド・マソ個人の問題としても帰国を真剣に考え
なければいけない時期に来ていたとも言える。アーソト・ハタへの置き手
紙に次のように述べている。
　Ihave　decided　the　time　has　come　for　me　to　go　home　and　to　stop　living
in　fear．　I　realize　now　that　it　is　not　necessary　to　return　to　Japan　a　rich
man．　It’s　more　important　to　retum　home　with　lny　dignity　and　pride
illtact。　So　I　am　leavillg　as　I　came，　by　freighter．
　密入国者に日系人のハンディが加わって，オールド・マソは言うに言わ
れぬ顛難を味わった。金持になるより前に，人間誇りを持って人間らしく
生きられることがまず大切だとオールドマソは考える。ハタ家の暮しがよ
い例で，経済的には恵まれなくても，皆のびのびと明るい。それにひき比
べてオールド・マソはいつも何かに怯えていなけれぽならない。これ以上
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彼は周囲を恐れ卑屈になっては生きられなかった。オールド・マソにとっ
ては日本へ帰国する時期でもあったのである。この物語の時代背景となっ
ている1936年を考えれば，アメリカ西海岸における日系人に対する白人の
反発がますます強くなっていった時期であった。フランク・F・チューマ
ソは，その著『バγブー・ピープル』で，1935年にカリフォルニア州内1こ
住む21歳以上の帰化不能外国人（すべての東洋人）を全て登録させる法案
が，ウィリアム・モヅリー・ジョーズ下院議員によって提案されたことを
述べている。このような法案が提出された状況から考えても，当時日本人
の不法入国者への探索が極めてきびしいものであったことは容易に想像で
きる。作者が日系アメリカ人社会で，不法入国者の悲惨な生活や強制送還
の末路を聞くことはしばしばであったろう。『いやが素敵になったことこ
で，恵まれない口系アメリカ人労働者の生活を描こうとした作者に，その
謎めいた意味もあって，密入国者は取り上げてみたい題材だった。
《ツジムラ家とハタ家の苫難はどう克服されたか》
　以上ピビンにたくす夢ご；と『いやが素敵になったこと』に於て，前者で
はツジムラ家に，後者ではハタ家に降りかかって来た苦難の性質を見て来
た。それでは作者はその様な苦難をどう両家が切り抜けることによって，
それぞれの物語を完結させているだろうか。以一ドでは，その事について論
じて見たい。
　リソコの家，ツジムラ家で起る困った問題は，「父の店の経営難」「母の
ホーム・ランドリーへのスター・ランドリーの迫害」「カルの大学を中退
して働きたい希望」「リンコが学校や公共の場で受ける人種差別」である。
どの問題も，日系アメリカ人が白人社会に対等に受け入れてもらえないこ
とから起る問題であった。このような差別を一般に日系アメリカ人はどう
乗り越えようとしたであろうか。ダニエル・沖本は了仮面のアメリカ人』
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の中において次のように指摘する。
　日系アメリカ人の成功が，白人中産階級の成功ないし体面にかんする基準に厳
しく準拠することによってもたらされたことも，みすごしてはならない。われわ
れが受け入れられたのは，われわれが白人の行動様式にうまく適合したからであ
る。われわれは法にしたがい，革命や改革の思想はほとんどなく，既存の社会的
枠組みの中でよく働き，黙って偏見に耐え，概してひかえめで従順な態度により
白人社会を喜ばせた。一山岡清二訳
　ダニエル・沖本が『仮面のアメリカ人』で上のように述べたのは1971年
であるから，このリソコを主人公にした物語の時代背景とは異る。沖本
は，戦後も20数年を経てすっかり定着した日系アメリカ人を対象として上
のようにしめくくっているが，リンコの物語の時代は極度に日系アメリカ
人に対する嫌悪が尖鋭化した時代であった。それだけに，リソコの時代に
おいては，沖本の指摘したこの日系アメリカ人のアメリカ社会へ対する態
度は，一層ひかえめなものであった。『ビソにたくす夢』でも，まさにリ
ソコの父と母がとろうとするのもこの態度である。「ジャップ・ランドリ
ー。この近所から出て行け。そうしないと飛んだ目に会うそ。」とし訪脅
迫状が舞い込んだ時，リンコは「ママ，どうしょう。」と叫び声を上げる。
母はちょっと怯びえた様に見えたが，洗濯機のスイッチを入れ直すと，何
事もなかった様に「ただこの仕事を続けていくだけよ，リンコ。」と答える。
父にもその脅迫状が弟からとどけられるが，父は帰って来てもその事には
一言もふれない。そしてリソコがしつこく聞くと「心配しなくていいよ，
リソコ。誰かが冗談にやっただけだよ。」としか答えない。リソコの弟ジ
ヨジの愛犬が撃ち殺された時も，父はスター・ランドリーの仕業だと分っ
ていながら，何の証拠もないとして警察を呼ぼうとはしない。これはすべ
ての脅迫を黙視して，一切を取りあわない無抵抗な態度である。
　ところがこの物語では，作者は「スター・ランドリーの脅迫」をまった
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く逆な形で解決する方法をとっている。父と父の親友アンクル・カソダが
スター・ランドリーに直接乗り込んで，ウィルバー・スター氏と膝詰談判
＝をするのである。そしてまさかその切な事態が起るとは想像もしていなか
っ：：たウィルバー・スター氏が自をぽかんと開けて一言も言えなくなるま
で，徹底的ヒその非を糾弾する。ここにその問答だけを抜き出して見よ
う。Fはりンコの父，　Kはアンクル・カソダ，　Sはウィルバー・スター氏
である。
F；“…and　we　have　as　much　right　to　make　a　living　in　the　laundry　bu．
　　siness　as　you　have，　Mr．　Starr”．
K；“After　all　you　do　nQt　ow旦the　entire　city　of　Berkeley”．
S；“You　people　are　all　alike，　undercutting　us　with　your　cheap　labor　and
　　cheap　prices．　That’s　bad　for　all　of　us．　Why　don事t　you　lust　go　on
　　back　where　you　came　from？”
F；“Yes，　we　Japanese　work　hard．　But　there’s　no　law　against　hard　work
　　is　there？Suppose　we　do　charge　a　little　less　tha皿you？How　can　our
　　small　laundry　ever　be　a　threat　to　you，　with　four　trucks　picking　up
　　Iaundry　all　over　the　city？”
K；“Why　are　you　so　afraid　of　a　little　honest　competition，　Mr．　Starr？
　　Aren’t　we　all　free　in　this　coulltry　to　pursue　a　livelihood？”
　さんざん糾弾されたスター氏は，部屋の入口のガラス戸に鼻を押しつけ
て申の様子をうかがっているリソコとジヨジを見つけて爆発する。
S；　“Get　outta　here，　you　da皿n　no－good　Jap　kids！”
F；“Don’t　you　ever　talk　to　lny　children　like　that　again．　And　do11’t　you
　　or　your　lnen　ever　bother　us　again，，．
K；“Or　next　time　you　will　be　the　one　to　be　sorry”．
以上，父とアンクル・カソダ対ウィルパー・スターの問答を抜き書きした
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が，先住民の既得権と後で移住して来た入の生活権の問題であるだけに，
どこでどう線を引いて解決するかは難かしい問題である。上の問答でもス
ター氏は言葉少なであるが，両者の利害は鋭く対立したままである。リソ
コの父とアンクル・カソダの主張は，当時日系アメリカ人社会が白人社会
に対して持った典型的なものである。この物語でスター氏の度胆を抜いた
のは，むしろ父やアンクル・カソダの主張の論旨よりは，白人の自分の店
に乗り込んで来て堂々と自分達の立場を主張する父やアンクル・カソダの
勇気であった。物語の上では，この父とアンクル・カソダの示した勇気が
連鎖的にリソコの家にあった他の問題を解決していくことになる。いつも
どこかで白人一特にウィルバー・スター氏におびえていたりンコは，父
とアンクル・カソダの堂々たるスター氏への態度から，自分の中の日系ア
メリカ人としての卑屈なものが一掃された様に感じる。父はこの事で自信
を得て，思いきって理髪店を畳んで，一番自分で願っていた修理工場を開
く。兄カルは，この父のウィルバー・スター氏への膝譜談判や，新しい仕
事への挑戦に勇気づけられて，大学での学業を続け，改めて技師になる夢
を取りもどす。全てハピー・エンドである。
　ところで，この物語で全てにハピー・エンドをもたらすことになったも
のは，リンコの父のスター・ランドリーに膝詰談判に行った勇気である。
父にそのような勇気を与えたものは何であったろうか。父は脅迫状を受け
た時も，自動車のタイヤをずたずたに切られた時も，ジヨジの愛犬が射殺
された時も，怒りに震えながらも慎重に行動しようとした。しかしその父
をついに膝詰談判に．まで振い立たぜたものは，アーソト・ワカの存在であ
る。
　アーソト・ワカはリンコの母のたった一人の妹である。日本で夫と一人
の子供を失った未亡人であり，今は薬局を経営しているリソコの母の両親
を助けて日本に住んでいる。ほとんど目だたない位びっこを引く。この物
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語のいろいろな出来事が起った時には，たまたま日本からリソコー家をニ
ケ月の予定で訪問している。アーソト・ワカは体の障害を乗り越え，身の上
の不幸を克服してきた“しっかり者”として描かれている。一般の日本人女
性のイメージと違って，はっきりと物を言うし，“why？”と“why　not？”
をぎちんと問い正す女性である。そのアーソト・ワカが，リソコの父と母
がカルに学業を続けさせようとして言った言葉をとらえて，逆に父や母を
励ます。父はカルに「いいか。私達はどんなことがあってもあきらめない
んだ。軽蔑されればされるだけ努力するだけだ。きっといっか情況が好転
すると信じている。我々の代で駄目なら，お前達の代にはだ。」と言う。
母も「お父さんの言う通りよ。私達を軽蔑する人より私達はもっと強いん
だから。」とつけ加える。アーソト・ワカはその言葉を聞いていきなり立ち
上り，「もちろん兄さんや姉さん達の方が強いのよ。その事をどうしてそ
の気の毒な人一ウィルバー・スターさんとやらに教えてやらないの。」と
言う。母はあっけに取られて「どうしたらそんな事ができるの。」とたずね
るが，アーソト・ワカは「行って面と向って話せばいいのよ。」とあっさり
言ってのける。父はアーソト・ワカの言葉に目を開かれて，アンクル・カ
ソダと相談の上，この快挙にふみ切るのである。
　作者はこの物語を展開して行く上で，リソコの家族の引っ込み思案に活
を入れるような人物を設定する必要があったが，それは同じ性格の日系ア
メリカ人ではまずかった。日系アメリカ人の性格を客観的に外から眺めら
れる視点を持った人物を必要とした。リソコはアーソト・ワカの存在を次
のように述べている。
　It　was　as　though　Aunt　Waka，　just　come　from　Japan，　could　see　things
wecouldn’t　see　fQr　ourselves．　As　if　we　were　in　a　glass　box　and　she
could　see　us　from　outside．　She　could　see　that　Mama　and　Papa　were
really　strong，　but　they，d　been　pushed　down　too　long　to　realize　it　them．
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selves．　I　guess　she　sort　of　gave　them　a　push　to　do　what　she　knew　they
could　do．
　リソコの父とアンクル・カソダとウィルバー・スター氏との膝詰談判
が，一一方的に父とアンクル・カソダの勝利に終るのは，もちろん物語の上
のことだからである。現実にはむしろこの逆になるケースが多いかも知れ
ない。ただ，父とアンクル・カンダの勝利に終らす筋の運びには，作者の
主張が込められている。差別や偏見によって起る事柄にも我慢できる限度
がある。あまりにもひどい迫害や差別には敢然として戦わなければいけな
い。その戦いは予想以上に勝利につながる。人間として不正なことを不正
とする大義名分があるからである。相手の不正が明白である以上，必要な
のはそれを正す“勇気”である。作者は，自伝『荒野への追放』の中で，
ウチダ家が住む様になったバークレーの白人居住区域での出来事を語って
いる。それによれば，その区域の代表と称する人が何人か来て，そこは日
系人の住む所ではないと立退きを求めたが，父が理路整然と反論してその
人達を追い帰したことである。その人達は二度と同じ主張をしに来ること
はなかった。ダニエル・沖本も『仮面のアメリカ入乙の中で，少年時代白
人の子供のいじめを強烈にはね返したことを書いている。
　からかうだけでは効果がないとみて，二人は私をつねったり押したりし始め，
私の両側に立ってはさみ打ちにしようとした。私はもっていた本を地面に投げ出
し，こぶしを固めて身構えた。それまで一度もけんかしたことはなかったのだ
が，このときは怒りのあまり気が動転していたのだ。
　「よし，やるか。腰抜けども」と私は叫んだ。
　「かかってこい！」
　少年たちは一歩さがつた。その時までおとなしくしていた私が急に開き直った
ので，一瞬あっけ｝ことられたのだ。「こっちは二人だ」と一人がいった。「お前な
んか，ひとたまりもないぜ」
　「やってみろ」と私はどなった。「こんどそのきたない手でぼくにさわったら，
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素手でおまえたちを殺してやる。本当に殺してやるんだぞ。おまえたち二人とも
だ。そうでなければ，ぼくを先に殺してみろ……」
　二人目一瞬私をみつめていたが，「こいつはバッタリをかけてるんだ」と一人
がいった。もう一人はもっと用心深く私の顔をのぞき込み，おびえた声を出して
こういつた。「おい，こいつは気が変だぞ。バッタリじゃない。放っておいた方が
よさそうだ。」こういい残すと，二人は去っていった。一山岡清二訳
　日系アメリカ人であれば，大なり小なり何らかの形で人種差別による迫
害を受けてきている。そして作者の父やダニエル・沖本の例のようにどう
しても死にもの狂で戦わなければならない場合にも，時として遭遇してい
る。この物語でのりソコの父のスター・ランドリーへの膝詰談判も，決し
て現実離れした作り話しではない。そしてこの物語でも，現実の日系人の
生活でも，追いつめられた時に難局を乗り越えようとすれぽ，そこで絶対
必要になるものは“勇気”であった。
　『ビソにたくす夢』でリソコの家のトラブルを解決したのは，父の示
した“勇気”だった。それでは『いやが素敵になったこと』のハタ家のト
ラブルを解決したものは，何だったろうか。それは“日系人同士の友情”
である。アーソト・ハタは，それから先の生活の保障のないまま生活保護
を断った。ハタ家が，それからの生活ができるようにアーソト・ハタに適
職を見つけてきたのはりソコの父と母だった。日本人教会の寮に住むアメ
リカに渡って来たぽかりの若者達の食事，洗濯，掃除の面倒を見る仕事で
あった。その仕事なら，英語ができなくてもよいし，日本食しか作れなく
てもよいし，ゼニーやアブが離れたがらない農園の中の古ぼけた木造家屋
から通うことができた。まさにアーソト・ハタにうってつけの仕事であっ
た。“日系人同士の友情”といえば『いやが素敵になったこと』は，まさに
物語全体がそれで成り立っていると言っていい。教会とは縁のないアーソ
ト・ハタにかわって，アンクル・ハタの葬式がそこで行なわれるようにし
たのもりソコの父と母である。49日に一家で御馳走を持ってハタ家を訪問
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して，農園の胡瓜取りを手伝うのも彼らである。アブが貨車に右腕を蝶か
れた時，そしてそのどさくさにアーソト・ハタがトラックを盗まれた時，
一番先にかけつけて来て万事に適切な処置を取ったのも彼らである。生活
保護に頼らなくてもいい様に，アーソト・ハタにぴったりの仕事を紹介し
たのも彼らであることは既に述べた。そして何よりも夫を失って淋しいア
ーソト・ハタに，自分達の一人娘リソコを手伝に送ったのは，彼らの友情
の深さの現われである。
　ダニエル・沖本は『仮面のアメリカ人』の中で日系人同士の同胞愛にふ
れて，次のように述べている。
　私たちは貧乏にちがいなかったが，日系アメリカ人社会の一員であるかぎり餓
死するようなおそれはまずなかった。アメリカ在住の日系人たちは，とくに戦後
強い連帯意識を保ち，それによっていわば大家族のような集団にまとまって，た
がいに依存しあいながら親密な関係を維持した。同胞の福祉に絶えず気を配り，
たとえば私の家庭のような貧しい家には，時間と物資を惜しみなく提供する一
といった“ならわし”ができていた。一山岡清二訳
　アーソト・ハタも，生活保護に頼るのはいやでも，日系アメリカ人から
の援助は喜んで受け入れることができた。ただそれには理由がある。日系
アメリカ入から受けた援助は，将来その恩恵を返すことができる。その恩
恵を受けた相手が誰か分っているからである。自分自身，身を粉にして働
いて，生計をここ迄維持して来たアーソト・ハタにはプライドがあった。
彼女には一実際できるかどうか別として一借りは借りとしてきちんと
返済したかった。それと同時に日系アメリカ人社会も，こんなに勤勉に働
いて来たアーソト・ハタを見殺しにはできない。決して怠惰がひき起した
生活苦ではない。予測でぎない不運な事故のもたらした生活苦である。日
系アメリカ人にとっては明日は我が身でないとはいい切れない。これは日
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系アメリカ人社会全体の問題として，そこで解決しなくてはならない。こ
の様にアーソト・ハタと日系アメリカ人社会（援助を受ける側と援助をす
る側）の呼吸がぴったり合ったところで，ハタ家のトラブルは，日系アメ
リカ人社会の援助を受ける形で解決するのである。ハタ家が頼りにしてい
たオールド・マソをも，日系アメリカ人社会は救済することはできたかも
知れないが，密入国老であったオールド・マソはやはり日本に帰るのが一
番よかったのである。
　『ビソにたくす夢』でも，“日系アメリカ人同士の友情”が，やはりリ
ソコの家に起ったトラブルを解決するのに役立っている。リソコの父とア
ンクル・カソダは同県人であり，同じ船で日本からアメリカに渡って来た
親：友である。独身のアンクル・カソダは日曜ごとにリソコの家で晩御飯を
食べる仲で，リソコにはアンクル・カソダのいない日曜日は考えられない。
二半はリソコの兄のrカリフォルニア」の名付親でもある。このアンクル
・カソダの助力なしには，いくら父が勇気を振い起しても，ウィルバー・
スター氏との膝詰談判の勝利はおぼつかなかった。又父がウィルバー・ス
ター氏との膝詰談判の勝利に自信を得て，「やって見れば，でぎる。」と修
理工場を開こうとしても，アンクル・カソダの思いもかけぬ多額の資金援
助の申し出がなければそれを開くことはできなかった。アンクル・カソダ
は電車賃を節約するため遠距離を歩いて帰る程の倹約家だから，この資金
援助は金に余裕のある人からの援助とはわけが違う。又カルの大学中退問
題で，父とカルが意見が分れたまま，カルがアルバイト先の農園に帰って
しまった時，父母には内証でカルに会いに行ぎ，中退を思い止まるよう説
得に成功するのもアンクル・カソダである。カルに会いに行った帰り道
で，アンクル・カソダは交通事故に会い，二日間意識不明になる。それで
も意識が回復するや，すぐりソコを病院に呼んで，「自分も技師になるよ
う頑張るから，リソコも教師になる夢を捨てないように。」と言うカルか
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らの伝言を伝える。以上のことからもわかる通り父がウィルバr・スター
氏との膝詰談判で得た勇気がリソコの家にあったトラブルを解決する原動
力となったが，その解決はアンクル・カソダの心からの援助や気遣いがあ
って始めて成功するのである。このような問題解決のパターンは，物語の
上では少し見事に行き過ぎているとしても，実際の日系アメリカ人社会に
おいても広く行なわれていた典型的問題解決法であった。作者が，この作
品でそのように実際よくおこなわれている問題解決法を利用したのは，け
だし当然なことであろう。
《ツジムラ家とハタ家の苦難でリンコが学んだこと》
ところでッジムラ，ハタ両家にひと夏に色々な問題が起り，それが上に述
べたような過程で解決されるが，それによって主人公リソコははたして何
を得たであろうか。最後にその問題を取り上げてみたい。リソコは『ピソ
にたくす夢』の中で，日本に帰るアーソト・ワカをサソブランシスコ港の
埠頭で送りながら，彼女に心の中でこう語りかげる。
　Now　that　I　couldn’t　talk　to　her，　I　thought　of　a　million　thi皿gs　I　wanted
to　say　to　Aunt　Waka．　I　wanted　to　tell　her　that　this　had　been　one　of　the
best　summers　of　my　entire　life，　and　that　froln　then　on　I，d　thi五k　of
everything　that　happened　to　me　as‘‘Before　Aunt　Waka”or“After　Aunt
Waka”，　because　she　was　the　one　who’d皿ade　difference　in　our　lives，　not
Wilbur　Starr．
　Iguess　Aunt　Waka　had　stirred　us　up　and　changed　us　all　so　we’d
never　be　quite　the　same　agai11，　I　was　really　beginning　to　feel　better
about　myself－even　the　part　of　me　that　was　Japanese－and　I　almost
looked　forward　to　going　back　to　school　to　see　if　nlaybe　things　would　be
differe益t．
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　この言葉は，リソコのその夏（1935年）の総決算である。リソコはアー
ソト・ワカによって自分が根底から変えられたと感じる。一番自分が変え
られたと思う点は，日系アメリカ人であることの劣等感から脱却できたこ
とである。リソコは，アーソト・ワカが，日本から来たからというだけで
はなく，母とどこか違うと感じる。どこが違うのかを夏休みの宿題にして
いて次のような結論を得る。それはワカが自分の価値を信じ，自分に誇り
を持っていることだった。そしてそうでありうるのは，アーソト・ワカは
徹頭徹尾日本人であり，日本人であることを何ら恥じていな：いからであ
る。リソコが，アーソト・ワカが特に誇り高いと感じるのは，彼女が日系
アメリカ人社会において，不自然だと思うことをはっきりと問い正すから
である。そして彼女がその様な問を発するのは，彼女の聡明でしっかりし
た人柄にもよるが，それ以上に彼女が日本人としての視点を持っていたか
らである。その視点から発せられる問にリソコがいちいち驚かされるの
は，自分が日系アメリカ人であるためにすっかり仕方がないと諦めてしま
っていることが，人間としてはそうであってはならないごまかしを自分で
していることにいやでも気づかせられるからである。アーソト・ワカは，
リソコの，そして父や母のアメリカ社会に迎合していくたあの屈折した姿
を一その根底にある劣等感を一写し出してくれる鏡であった。そして
何よりもリソコを驚かしたのは，自分と同じ身体的特長をもった女性が，
何らその特長に劣等感も持たないでいられることである。自分の身体的特
長のせいでいじめられ続け，その特長を憎むようになっていたりンコに，
これだけのなぐさめや励ましはなかった。アーソト・ワカの日本人として
の視点から見れば，リソコは何ら日系アメリカ人であるために白人の友達
に卑屈になることもなければ，髪の色や皮ふの色を恥じることもないので
ある。そこには髪の色や皮ふの色を超えたもっと広い“人間”の世界があ
ることにリソコは気がつく。そしてその共通した人間世界で通用する立派
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な人物になればよいと希望がわいてくる。アーソト・ワカも次のように言
って励ます。
　“Rinko，　don’t　ever　be　ashamed　of　who　you　are”，　she　said．“Just　be　the
best　perso貧you　can，　Believe　in　your　own　worth．　And　someday　I　k負ow
you’11　be　able　to　feel　proud　of　yourself，　eveτL　the　part　of　you　that’s　dif．
ferent・…・・the　part　that，s　Japanese　．
　アーソト・ワカは子供の頃びっこで，ほかの子と遊んだり，走ったりで
きず，いじめられた経験を持っている。その様な障害は，結局自分を強く
もっことで，自分で克服していくより仕方がない。むしろその障害をばね
にして何かが達成できたとすれば，障害はむしろ恵みである。髪や皮ふの
色も同じで今更どうにも変えることができないとすれば，開き直ってそれ
を受け入れるしかない。そして皮ふの色を超えて人間として立派になるこ
とで，逆に皮ふの色を気にしなくてすむようになる。いやむしろ皮ふの色
を一皮ふの色に伴う文化を一誇りに思うようになる。このアーソト・
ワカの主張は，作者が長年日系アメリカ入として生きてきて得た結論でも
あった。その意味でこの主張は，日本人のアーソト・ワカの口をついて出
るよりは，日系アメリカ人の登場人物の口から出るほうがむしろ自然かも
知れない。ただここでは物語の行掛り上，作者の大切な結論を告げる役回
りを，リソコの家のお目付役として，アーソト・ワカが引き受けることに
なった。
　この様にしてリソコは，自分が生まれ変ったと思う程に，日系アメリカ
人として抱いている劣等感から解放される。それでは，自分の存在に自信
を持つようになったりソコが，次の年（1936年）の夏アーソト・ハタの家
に滞在して得たものは何だったであろうか。それはこの本の題名丁加Bθsf
βα4丁痂gが一番良く表している。自分でいやだいやだと思うことでも，
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実際経験して見るとまるで逆に素晴しいことだと解ることもあると言う意
味である。物事は単純に判断してはならない。この夏リソコは，自分の家
から離れて，ハタ家でいろいろな出来事に遭遇する。しかしその出来事は
いろいろな要素がからみ合っていて，リソコが望むようには展開してくれ
ない。またその渦中にあって，いやでも自分で判断し責任を取らなけれぽ
ならない場合も出て来る。夢中でひと夏を過ごして，リソコは自分で“大
人になった”と自分の成長を認めることができる。リソコが“大人になっ
た”と感じるのは，次の三つの事を体験するからである。一つ目は，世間
の噂さは当てにならないと言うことがわかったことである。二つ目は，自
分がハタ家で，それなりに自分に与えられた役目を果すことができたこと
への自信である。そして三つ目は，リソコにとって望ましくない，あるい
は不幸に思える出来事が，相手にとっては必ずしもそうではないと分った
ことである。
　世間の噂さが当てにならないのは，アーソト・ハタが良い例である。リ
ソコの周辺の日系アメリカ人の間では，アーソト・ハタは“crazy”だと言
う評判であった。そのことを聞いていたため，リソコは彼女の手伝に行く
のを初めはしぶるのである。リソコの父はアーソト・ハタは“eccentric
（変っている）”かもしれないが，決して“crazy（気が狂っている）”では
ないと言う。アーソト・ハタの立場に立つと，誰でも多少風変りにならざ
るを得なかった。生計を維持するのに，貧しい彼女は彼女の回りの日系ア
メリカ人以上に必死で働かなけれぽならなかった。日系アメリカ人社会の
数多い会合に出席して，そこでの社交を楽しむ余裕は，日曜日も働かなけ
ればならないアーソト・ハタにはとてもなかった。従って仕来りを：重んじ
る日系アメリカ人社会では，アーソト・ハタは変人扱いにされざるを得な
かった。アーソト・ハタは，又よく独り言をいってリソコを驚かすが，自
分の10歳と8歳の二人の子供しか話し相手のいない彼女が，そのような習
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慣をもつようになったのは当然ともいえる。自問自答して物を考えるのだ
が，誰もいない環境だからつい口に出してものをいってしまう。又，アー
ソト・ハタは彼女の外見や態度からは，およそ想像できない繊細な心の持
主でもある。この物語でリソコは，ある朝，アーソト・ハタの呼び声で胡
瓜園に出ていくが，そこには一帯に土ぐもが巣をはっている。土ぐもの巣
には朝露がおりて，それに当った朝の陽光で一面七色に輝いている。アー
ソト・ハタは土ぐもの巣をこわさないように，腰をかがめてそれをくぐり
抜けては胡瓜を取っている。リソコはその美しい風景の中の，その美しい
アーソト・ハタの心遣いに打たれる。そんなにデリケートな心を持つアー
ソト・ハタが，アブが一たん大怪我をしたとなると，生活もなにも一切な
げうってアブの介抱をする献身的な母親に変る。そしてそのように献身的
な母親であるアーソト・ハタは普段は胡瓜園を必死で維持し，トラックを
運転して工場に胡瓜を運ぶ逞しい勤労女性である。リソコはこのようなア
ーソト・ハタの多様な実体を知るにつけ，彼女に対するあまりにもいいか
げんな世間の評価に憤慨する。そこにリソコの一つの成長を見ることがで
きる。
　自分がハタ家で，それなりに役に立つことができたという自信も，リソ
コの成長に役立っている。アブやゼニーが貨車に乗るのを止める立場にあ
るリソコが，逆に貨車に乗って飛び下りそこねて足首をくじくような失敗
もやっている。しかし，リソコはハタ家に滞在中は概してよく農園の手伝
をして，アーソト・ハタの良い話し相手になるよう務めている。おかげで
アーソト・ハタはくつろいで，丹波に住む自分の母の話しや，そこにやっ
た娘のテルの話しをする程である。しかしリソコが決定的に自分がアーソ
ト・ハタの役に立ったと思うのは，次の事件があったからである。アーソ
ト・ハタはトラックを盗まれて生活の見通しが立たないまま，生活保護に
頼ろうかどうかと迷う。ある夜眠れぬままに，亡夫アンクル・ハタの位牌
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に語りかけて相談している。一方リンコの方は，夜中にふと目をさます
と，階下の窓から明りがもれていて話し声が聞こえる。泥棒か浮浪者が家
に入り込んで来て，アーソト・ハタが浅智しているのだと思う。ハタ家の
役に立つために自分はここにいるのだからと，リソコは勇気をふるい起し
て止る恐る階段を下りていく。そこでリソコの見たものは，アンクル・ハ
タの位牌に語りかけているアーソト・ハタの姿だった。「どうしたらいい
でしょう，パパ。家族は私の手でやしないたい。そしていっかは日本にい
るテルもこちらに引き取りたい。どうしてもそのお金もかせがなきやあ。」
それを聞いてリソコは，まるでアンクル・ハタが自分に乗り移ったかのよ
うに，「それじゃ生活保護には頼らないで，おぼさん。きっとお父さんとお
母さんが良い仕事を探してくれるから。」と叫ぶ。結局このリソコの一言
が，アーソト・ハタに生活保護をことわる決意をさせる。もちろんそれま
でアーント・ハタはこの問題でさんざんなやんできてほぼ結論を出しかか
っていた。リソコの一言はいわばさそい水である。決して，突然リソコに
いわれてそう決めたのではない。作者は，日系アメリカ人少女の生活を描
いて，その中で主人公が日系アメリカ人なるが故にいかに逞しく成長する
かその過程を示したかった。従ってこの様なハタ家の命運を左右する重要
な役割をリソコが果すように仕向けたのであろう。又その大役をはたすこ
とによって，リソコは物語の中で大いに成長したと感じるのである。
　リソコにとって望ましくない，あるいは不幸な出来事が，相手にとって
は必ずしもそうではないというりソコの体験は『ビソにたくす夢』にも出
て来る。リソコは友達のタミやタミの母ほどではないが，未亡人であるア
ーソト・ワカが，独身者であるアンクル・カソダと結婚してくれれぽいい
と思っている。アーソト・ワカをすっかり好きになったりソコは彼女を日
本に帰したくないのである。しかしアーソト・ワカには，薬局を開いてワ
カの助けを必要としている年老いた両親がいる。それにアーソト・ワカは
　30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある日系アメリカ人少女のふた夏の体験
はっきりと「自分をいつも外国人だと思っていなければならない国には住
みたくない。」と言う。リソコの父母がアメリカに定住することができた
のは，若い年齢でそれを望んでそうできるよう長年努力して来たからであ
る。アーソト・ワカはその年齢からいかに努力しても，アメリカに定住す
るには余りにも年を取り過ぎていることを知っていた。アメリカでのりソ
コ達との滞在を最高に楽しみながらも，時期が来ると名残を惜しみながら
も当然のこととして帰国の途につく。リソコがいくらそう願ってもそうは
行かない。大人には大人の分別があることに，リソコは気がつく。
　『いやが素敵になったこと』の中でもリソコは同じ経験をする。既に述
べたマソキチ老人（通称オールド・マソ）の場合である。リソコの挫いた
足首を治療してくれ，凧の上げかたを教えてくれ，やっと心を開いてリソ
コに話してくれるようになったオールド・マソを，リソコはやはり日本へ
帰国させたくない。ましてオールド・マンを帰国に追い込むのが，ハタ家
に人の出入りがふえたことで，オールド・マソの自発的な意志でないとす
れぽなおさらである。しかしオールド・マソの方にすれば，密入国者とし
てびくびくして暮すのに限界を感じていた。オールド・マソが望んだひと
財産作って日本に帰るのも，当時の日系アメリカ人の置かれた状況から夢
のまた夢である。いずれは日本に帰るつもりでいたオールド・マソがいつ
までも中途半端な状態でアメリカにいると，日本に帰ってからの生活設計
までたたなくなる。オールド・マソがハタ家に人の出入りがふえたのを良
い機会に日本に帰ることに決めたのは，むしろ大人の分別であった。アー
ソト・ハタもその辺の事情がよく分っていて，「あなたがその人にとって
悪いことだと思っていても，その人にとってはそれが結果的にいいことに
なる場合もあるのよ。」とりソコに諭す。
　リソコは1935年と1936年の夏に日系アメリカ人として成長する過程で色
々な体験をした。リソコをあれだけ苦しめた日系アメリカ人であることす
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ら，視点を変えて見れば自分を立派な人間存在として認めることがでぎ
る。アーソト・ハタの人柄も噂さと実物とは大違いである。何事を判断す
るのにも既成の概念にとらわれてはならない。しかしこの既成概念はおう
おうにして社会通念として大手を振ってまかり通っている。それを打ち破
るのは並大抵のことではない。時として断固たる“勇気”がいる。しかし
いくら勇気を持ってそれに当っても個人の力では限度がある。やはり仲間
の助けが必要となってくる。その仲間を助ける時も，よく相手の立場を尊
重して援助するのでなければ，かえって相手を傷付けることになる。人の
立場は様々である。その様なことをリソコは学んだ。
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